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Ｒ８重点目標『自走し、共歩する子どもの育成～伴走し、共育する教師～』

スローガン～自分たちで つくる楽級・楽年・楽校～

＜令和８年度重点目標 『友待つ桜』のように…自走し、共歩する子どもの育成＞

桜の枝先には 10 個程のつぼみが寄り添っています。一番最初に開花した桜は、最後の
つぼみが開花するまで、じっと散らずに皆で満開の時を待っているのだそうです。それを

「友待つ桜」と言います。一人ひとりが自分らしい可能性を開花させ、学級でつながり、

仲間を想い合う子どもに育って欲しいという願いから、『自走し、共歩する子ども』とい

う重点目標を設定いたしました。始業式では、子どもたちにこんな話をしました。

＜文科省･県教委･市教委の研究指定校(Ｒ8～10)がスタートいたします！＞

そのコンセプトは「子どもを信じて、委ねる！(のぞみが丘小ブランド構想）」です。研

究内容として、①教科担任制と多様な学び(チーム運営)、②自己調整学習とふるさとのぞ

み楽習、③柔軟な教育課程のサキドリです。「通いたい学校！勤めたい職場！教育で選ば

れる街！」を目指していきます。最初の職員会議で、教職員にこんな話をしました。

＜のぞみの子サミット(子どもの意見表明)を受けて…子どもの願いを実現したい！＞

「こんな学校にしたい！」という『のぞみの子サミット』を開催いたしました。その中

で、子どもたちが出した①いじめのない学校にしたい、②給食や掃除の音楽を自分たちで

選びたい、③昼休み体育館を開放して欲しい、④弁当の日を増やしたい、⑤飼育舎をリフ

ォームしたい、この５項目については、子どもたちの願いを実現していきたいと思います。

＜保護者からの校長提言を受けて…保護者の願いを実現したい！＞

「こんな学校にしてほしい！」という『保護者からの校長提言』に多数お寄せいただき

ました。その中で、保護者から複数の声が寄せられた①不審者対策等、安全な学校であっ

て欲しい、②黙食から楽しい班給食を再開して欲しい、③特別支援教育の研修や支援体制

を整えて欲しい、この３項目については、保護者の願いを踏まえていきたいと思います。

＜教職員からの校長提言を受けて…朝の欠席連絡手段に「テトル」の導入！＞

朝の欠席連絡に「テトル(連絡アプリ)」を導入します。電話･連絡帳に加えて使いやす

い方をご活用ください。登録の仕方や使い方等は、別途文書にてお知らせいたします。

＜５・６月の主な行事(予定)＞ ※内科、歯科、耳鼻科検診が行われます(学年通信参照)。

＜５月＞ ＜６月＞
１日（金） 歓迎集会、避難訓練(安全点検) ２日（火） 6年租税教室

歓迎遠足(弁当･おやつ400円以内） ４日（木） しらさぎ号
７日（木） いじめ等生活アンケート(6/3も) ８日（月） 子どもと担任の対話デー(～10日)

しらさぎ号(25日も) 11日（木） 教職員研修のため給食後下校
11日（月） 家庭訪問(玄関訪問~15日) 12日（金） 給食参観、ＰＴＡ講演会

11のぞみ11･12みすず12･13あすみ15予備 学習参観、保護者と学ぶ規範教室
14日（木） 教職員研修のため給食後下校 引渡訓練(カードまたは名札持参)
19日（火） ５年県学力調査（国・算）予定 13日（土） 新入生歓迎イベント(父親委員会)
20日（水） クラブ活動編制(子どもの希望) 16日（火） 児童集会
20~21日 ６年修学旅行（長崎方面） 17日（水） ＰＴＡ運営委員会
22日（金） 人権を考える日(人権学習) 18日（木） 4年社会科見学(弁当)
26日（火） 校納金引落(前期分、給食は無償化) 23日（火） 2年スイミング(26日も)
27日（水） 新体力テスト(三井高生サポート) 24日（水） 3年･6年スイミング

令和８年５月７日（木）

学校通信 ５月号

小郡市立のぞみが丘小学校

校長 野田 和明
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